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第四回 都へ 恋   

入賞作品集発行  挨拶  

  

     化観光研究所 

理事長   土居好江  

                    

                                

２０２１年「 都へ 恋 」 658作品  応募 頂き    ど 作品

も 都へ 深 想 が寄 られ    感動的な作品 出 え  と 

感謝申 上げ    

コ ナ禍  じ っ 公募   が  都 か    さ 言葉 感動

       応募賜り   皆   感謝 気持ち 持っ   冊子 

作ら  頂き     

作品集 発行   あ り 新    一つひとつ 作品 拝見 

  そ 作品が  都 舞台 繰り広げられ  都と う ち 自然や

祭 行事 励 され    面が数多  ざ     

人生 曲がり角  好転  キッカケとなっ  都訪   幸  感

じられ ような  内役となれ よう 心新    と ろ   10年後 

20年後も「 都へ 恋 」が続     と  っ  り   そ 扉 

皆 と 一緒 開き  都 奧深さ  伝え きれば嬉  存じ    

世界中 人が 都 知  と  幸  なり  都 訪     

  自分自身 取り戻  よう   都 隠され き 歴史や 化 発

信   き  と思っ  り    

私自身も更 自分自身 再発見 つつ  都 究  自身 人生 

究  自然と 調和 高    都 新プ  ェクト「究プ  ェクト」も

開始  参り    べ  皆  感謝 つつ次回  都へ 恋   

皆      き   楽 み    り    
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「 都へ 恋 」入賞作品集発行  祝  言葉 

 

 都市長                               

 都へ 恋 広 顧  

 都 愛  皆 がそ 想  綴 「 都へ

 恋 」  

皆     度「     賞」 選ばれ 作

品 もう御覧 なっ   ょうか 思 出  都

 桜  都   タリア料理    見   食

べ  と う高齢 母と 会話 綴っ 作品  

れ 拝見  時 私もかつ 母と交   会話 

思 出  翌日 母  好物 あ あられ 霊

前  供え     そ 時 母 とびっきり 笑

顔が見え よう 思     

 れら  さん 心温  “恋 ” 通じ   

都  ち   多  忘れ得ぬ   つも 出来

事 思 出があ  と 実感     琴線 触

れ 作品 数々 募り 発信   と   都 

魅力や 化 次世代 つなぐ 一般社団法人 

    化観光研究所 皆  貴  取組  

改  深 敬意 表     

 都 今 コ ナ禍  じ  々な危機 直

面     が 皆   都へ 想  力  

  きながら   難局 必 や乗り越え  都

  ち 息づ  化  切 未来 つな   

 り   引き続き 皆   力添え    申

 上げ    

 

 

 

 

 

３ 



  

 

 

「 都へ 恋 」入賞作品集発行  祝  言葉 

 亀岡市長 桂川 孝裕 

  憧れ  都 愛   都へ 思  綴っ 第四

回「 都へ 恋 」が 多  皆さん  参加 より

今年も開催され    と 心より 慶び申 上げ 

   

      度 入賞作品や最終選考 残っ 40作

品と共 審査委員長 講評が と られ 冊子が

発行され   と 心から 祝 申 上げ    

 日頃から 都 深 思 入れ 持ち  都 伝統

 化 発信  尽力        土居理事長

  じ 関係者 皆  敬意と感謝 申 上げ 

   

 コ ナ禍 中 社会や地域    思うよう 物

事 進   とが きな 状況 あり  が 知恵と

工夫 より新 な with コ ナ 創造が求 られ  

    

そんな中 一般社団法人     化観光研究

所   「 都へ 恋 広 」 ホ ムペ  上 

開設され ネット よ 投稿も行 れ など 今後 

世界 向   都 伝統 化発信へと繋が も と

期待       

   今回 「 都へ 恋 」 開催 契機と 

  亀岡市 ふ さと納税返礼品 「 都へ 恋

 」記念あられ 登録 検討   き  と考え 

           借り  一言申 添え    

 結び あ り 「 都へ 恋 」が日本 ふ さと

 都へ思  寄  人 ち プラットホ ムとなり 

新 な魅力や感動 そ  交流 輪が広がっ  き

  ととも     都  かな 伝統 化 世界 

発信され  と 祈念   挨拶と       
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第四回「 都へ 恋 」審査委員長講評 

  

多  応募    き    ありがとう ざ    みな

さ  熱意    ちらも真摯 むきあ ねば そう思っ  

  ね  読み   見さ     き     

 審査員  みな日常的  都 街 ゆきき      

 都   馴れっ  なっ   と言っ     ょう   

から 通り一遍 感想   され も 感銘 う   ん 

嵐 がきれ  と言 れ も 食指 う かな      

 へ  あ 街角  そんな とがあっ   な ほど あそ

  そう見え ん  以上 よう  意外な 都像 えが 

 作品が 高 評価 う      

 上位入賞者    都 癒され 話が多かっ と思  

  と   気分   っ   人が  都 回復 きっか

  つか れ 話      ね 街じ  がカウンセラ 

 なっ    かと 感じ っ        

   二年ほど 私 ち 新型コ ナと呼ばれ 感染症  

びえ き    気も弱り ちぢ  りながら  ら    

    閉塞感も 今 べ ような 章 良 とさ  かも 

れ  ん 審査員一同も   癒され がっ   可能性

 あり    

 次回以降も 同じような傾向 作品がえらばれつづ  か

どうか   かり  ん コ ナ明     じ  ような応

募作    み   私 なか   そんな想 もあり 

   

   れ  ろ 入選なさっ 方が     とう ざ   

  受賞式  目 かか  と     み       

 あ  れも感染症 動向     どうな  か  から

な    が  
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入賞作品 

 都へ 恋  賞        清谷 冴子     兵庫県姫路市 

今から２０年前  

色々な とがう  行か  時間 持 余  私  夜行バス 飛び乗っ

  旅行へ行っ   

 都 着 と 観光スポットと うスポット 巡り歩き 神社や 寺 出

向    掛      成就  う  

そ 道中  ひとり  年寄りと出会っ   

「  じょうぶ   じょうぶ  んびり きな れ」 

私が 都 来 理由 告げ と  年寄り 背中 伸ば   腰 あ 

   手 ほどき 私 背中 ポンっと押    

  と 私 心 フワッと軽 なり 視界が明  なっ   

あ 日から２０年  

私 自分ら    び びと生き     

 都 街 もちろん   人  私 新  息吹 吹き込ん  れ  

切な存在  切な 所 あ  気軽  都へ行  日が待ち遠    

 らな   

     

          

     賞           松下 弘美      埼玉県 松 市 

母 記憶 日々消え ゆ  僕 名前さえ分からな  ともあ  そん

な母が春 桜 見  と言っ    車椅子 押  近  公園  出

か  行っ   れども 「  桜と違う」と 首  き 横 振   

 家 帰っ  昔 アルバム 引っ張り出   桜 写真 探   あっ

   都 桜  父と結婚  間もな  二人 行っ  都 春   

寺 二条城 平安神宮と 桜と一緒 父と母が写っ     

６ 



  

 

 

 そ 後父が始  商売 忙   子育 も始 り 旅行ど ろ  なか

っ  父 もう十年も前 他界  が 母 中    生き    かも

知れな   

「   都 桜 見 行 うね」 母 ベッド 脇 座っ そう言うと 

母 少女 ような目   微笑ん  「桜 後  タリア料理 食べ  

   都  タリア料理 最高 っ 」 

 若 父と母  タリアン 店 食事    と  初  知っ   

「うん 食べ 行 うね」 

 足腰 弱 なっ 母  都 連れ 行  と もう きな   も 母

  とびっきり 笑顔 僕 見  母 中   都 桜  過去 も 

  な    現在 も 瞼 閉じれば  ざ ざとそ 光景が広がっ 

   違 な   

 コ ナが収 っ ら 次 春  都へ 妻と二人っきり 行っ み  

と ふと 思っ   

      

 

審査委員長賞          伊藤 圭        ンドネシア在住 

妻 誕生日が八月十六日 と知っ   付き  始   ばら   

から っ ろうか  

「そ 日 紫野 実家   から遊び 来 」と言 れ   

 仕事 後  阪から電車  都へ向かっ    路駅から 徳寺へ

向かっ 歩    と 丁度左   が点火され眼前 浮かび上がっ

  家  彼女 甥姪ら 子供 ちも道 出 燃え盛 火 見上げ  

  そ   両親と夕食 とり誕生日 祝っ 帰り道 名残惜   振り

返 と    微か 燃え続      

   時 気持ち 今 も思 出   つから始 っ か定か な 五

 送り火 それが今も保存会 よ 助    連綿と続き人々 生活 
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 み込ん    そ 地 育 れ 女性 と う と  きな安心感 

抱     結婚  二十二年 私 幸     

  都よ 死後 今度 魂と  毎年   戻っ き   送り火 続 

限り  

   

    

 

審査委員長賞         阿部 実織          海道札幌市 

結婚直後 コ ナウ ルスが流行  緊急事態宣言が出  と   

都新婚旅行 予定 白紙 なっ   っ   

約 1年後 夫 うつ病 なり会社 辞    ばら 自宅 抜 殻 

よう 過     夫 っ が あ 日ぽつりと言っ   

「 都 行き  」  

気分転換も兼ね 夫と 都へ旅立っ   

以前 さほど歴史 興味がなかっ 夫 が 極楽浄土 描  平等

院や金閣寺など建造物 数々 噛み締  よう 見つ     私達

が生 れ 何千年も前から 当時 人々も私達と同じよう 安息 求 

       

 都   間 夫 表情 柔らかかっ   

古 感じ 街並み 何千年も前から人々が祈り 捧げ続  神々が宿

 地  

 れが本当 日本 姿なん ねと 夫が言っ   

美  景観と人々 想 が集う  風が 渇    夫 心 潤   

れ よう   
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帰り際 夫 小さ 「   つか子供と一緒 来よう」と言っ  少 照

れ さ  遅  新婚旅行 っ   

 
 

 都 感動賞       丹内 哲郎        埼玉県さ   市 

転勤が  都と聞   妻驚喜 単身駄目と 先手打 れ  

 

 都へ 恋 思 出賞   安藤 知明        阪府豊中市 

１９７０年代 初  ナ  ェリア 空港 白人男性から 「Kyoto  

元気  か？」と声 か られ  よ 聞 と 人名  な 「 都」 町

  と っ   

  海道新幹線建設 融資    世銀 担当者と  日本 度々訪

れ そ 都度 都へ足 延ば       「 都会 ありながら古都

 趣があっ  心が洗 れ も  よ」と なんとも懐か そう 話   

 １９５０年後半 ６０年前半  とと    英語  内板やアナウンスが

少な  もっと知り  と思っ も限界があっ ら   外国人 観光客 

珍   街 歩    とサ ン 求 られ り   「俄かスタ  なっ

 気分 っ よ」と 高笑     

 待 室 ベンチ 腰掛   都 話題 盛り上がっ  「日本が き

なプ  ェクト 立ち上げ   世銀から 金 借り  れ ら 再び私

 出番もあ ん がね」と  都へ 未練が っぷり あっ   

９ 



  

 

 

    

        

 都へ 恋 出会 賞      安藤 知明      阪府豊中市 

 都  路地裏巡りも風情があっ    歩  び 新  発見があ

  町家が軒 並べ   が そ 閑静な とと っ らな     旅

 途中 オアシス  も居 か ような心地 な  石畳 っ り  

と 浴衣 着 下駄履き カラコ と歩き  もな   

先日 「染 直     」と看板 かかっ 店 見つ   私 気 

入っ   ベレ 帽が色褪     妻から 「新  買 なさ よ」と言

 れ   が 愛着があっ  「 れ 元通り 黒色 染 り  か？」と

訊 と 「新品同  なり  」と 返事 早速預  き  出来上がりが

楽 み   

祖父 形見 懐中時計が動かな なっ     れも路地裏 見つ 

 時計修理店 直  もらっ  もう３年も前  と  以来 順調 時 

刻ん     

新  発見 あ 路地巡り   れからも思 立っ   か     
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 都へ 恋 出会 賞        磯邉 綾菜    都府 都市 

「今日 水無月食べよ 」 

季節 楽 む生き方や 暦 行事 守っ 生き 人ら 愛  思う 

 感覚  私 残   れ  か  

何回もあ 人と歩  夕暮れ 鴨川 夜な夜な通っ   ばんざ  

ちょっと多  盛っ  れ 木屋町 居酒屋 友達と思 つき 行っ 紅

葉が燃え 嵐  毎日チャリ 通っ 叡電沿  小径 白ん 空がちょ

うど見え  夜更か も 悪 な なと思っ 下宿 窓  

あと少    都 離れ   

  街 舞台    さん 人 出会っ  一緒 眺  色とりどり 

景色 あっと う間 過ぎ去っ    そ 角  あ 店  通り がり

   さん 人生 想像 巡ら   それから 自分 将来も考え  ふ

らふら歩    仲良 なっ 人とビ ル 片手  ろんな話     

「あん が らんと さみ な なあ」 

そう言っ  れ 人らと どうか  巡りあ     さ   
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 都へ 恋 ほ ぼ 賞     盛武 虹色    愛媛県今治市 

 じ  聞    とば 花 よう と思っ  春 や らかさ 纏っ

 花 よう っ  「行き  」「今日 行かへん」 よう 「 」行 多 含

ん 言葉 ふ ふ と  響き 持っ    空気 包み込むよう  

 発音され 言葉 柔らかかっ   

 テレビなんか 違和感 あ エセ 言葉ばかり 知っ   私   

言葉 気取っ 造花 ような 装飾  が多 料理 ようなも  と勘

違       れども 都駅 初  浴び 本物  言葉 洗練さ

れ 天然 温かみ 持っ     

 長 歴史 中 洗練され  言葉   都 素朴な美 さ 調和  

    都と言えば 華やかな町 よ 知られ    れど それ 決 

 派手な華々 さ  な  恋  そっと添え 花 ような密やかなも 

   

 謙虚な美 さ 主張    都 巡っ   色とりどり  言葉 王朝

 人々がひょっ り出 き    そうな 都 路地 今日も 言葉が

薫っ     

  

 

 都へ 恋 風景賞    鈴木 邦義    神奈川県横須賀市 

  杉 

６４年前 下宿（金閣寺前）  ばあさん 「鷹峯から 道 暫 行 と

菩提 滝があり そ 先    杉 有名な村があ 」と聞き 早速ハ

 キング  

  か   道 行 ども行 ども・・・ 「  道？」と不安が過っ 時 聞

１２ 



  

 

 

 え 滝 音 安堵  

 菩提 滝 下っ 先  が両側から迫  川添  小さな村   々

  頭部 緑 残  真っ直ぐな幹  となっ 杉 木が林立   

り そ 美観 息 呑ん  （若木 内から枝 切り払 続  由） 

 村  皮 剥  杉 丸太 立 掛  家があり それ 女性が砂

 磨 姿も見られ  （  砂 菩提 滝 下 溜 っ  糖   軟ら

か 砕  砂と  と） 

それから３０年ほど経ち 家 新築  際 床柱   丸太 指定 

以来 彼 地 産 れ 白木 丸太が床 間 清楚な気品 漂   

私 青春時代 あ 日 誘っ  れ  心 込  育  磨   れ 

   人々 感謝 つつ 杉 美林 思  馳      

    

 

 都へ 恋 風景賞        鶴田 恵江    岡 県倉敷市 

鴨川さん 私 あな  どれ  癒され  ろうか  

  新人ナ ス っ 私  鈍臭 要領も悪  出来な ナ ス っ  忙

  日々 進 ぬ業務 人間関係  つも悩ん     よ よ苦  な

 と 決 っ 鴨川  出か  行き 川 ほとり 腰掛  そ 流れ 

何十分も見 過     

  そ 頃入院  き 女性が   検査   も原因が分から  治療

が始 っ も症状 改善 無かっ  彼女  つも布団 被っ 塞ぎ込

み 部屋  り 行っ 時 険  表情 緩  事 無かっ   

  あ 日 少  も病気 考えな 時間 共有      

「頭 リセット    鴨川 ほとり 流れ 見  ら 何と 30分寝  

 」と話  ら と も面白がっ 下さっ  鴨川さん 彼女 も癒  有

難う ざ      
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 都 ん り賞           鈴木 邦義   神奈川県横須賀市 

  んなやさ さ八分二分    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                       

 

 

１４ 



  

 

 

準入賞作品（応募日時順 掲載） 

  

鈴木 久夫            岐阜県羽島郡笠松町 

つ 誘 れ   う  都 町  そんな魅力があ  ど とも分から

な ような路地 迷 込ん 行 と突然 きな神社や 寺 出    

  う とがあ  ガ ド本 書かれ  な ような それ   なぜ か

惹かれ ような 所 出  私  き   交通機関   な   町

中 歩  路地  猫が んびりあ び     り 自転車 押 なが

ら歩    人が  り   黒壁 綺麗な通りがあっ り 石畳 あ 

 所 出 り   歴史が化粧  と んな街が き  かと考え   

う 古都特有 香りが     町   勢 人 似  な   

 細 通りから 新撰組や坂本龍馬が出   ような 面 想像    

う 残され   地名から浮かび上が  現実 風景 向 う 幕末 

風景 見   う  あ   

  んな 長 歴史 持つ残され 町 な   かも  町 現役 あ

  今 も新   化 世界 発信 ようと      

   

 

 

椛 朱梨                熊本県熊本市 

自分   時間 持ち  時 無性  都 行き  な  なぜな

ら  都   ろんな顔があり  ろんな過  方があ から  あ と

き   ガ ドブック ような過  方   り あ とき   自由気  

 ぶらぶら  り  

 も 一番 気 入り  都  過  方    ぼ っと   と

  それ  龍安寺 あっ り 祇王寺 あっ り 天龍寺 あっ り 

１５ 



  

 

 

   が 腰掛    庭 眺     と 自分自身と向き っ  心

が整理され り 新  ア デアが生 れ り     心が浄化され 

明日へ 活力が生 れ 気が    

そんな 都が私 好き   

   

 

 

釣  なか               形県 形市 

「     えび  」 

  幼 頃 従兄弟 訪ね 遊び 来  都 盛  迷子 なっ  子

供特有 好奇心 飛び出  最後 同じような風景が延々と続 通り 

 っかり道が からな なっ   っ   あ   

  土地勘なん あ   もな  道 端っ  途方 暮れ   私 そ

んな時  手 差 伸べ  れ  ばあさん  と  一生忘れ  と 

な  ろう  

私 両手 っぱ  ちり ん 椒   つつ「 れ 覚えればもう迷

 へんさか 」と教え  れ 通り 数え歌   歌  あれから十数年

経っ 今 も 時折口 さん   う  

も   都 行っ とき あ 時  ばあさん 会え なら そ 時 

「もう迷 な よ！」と きな声 「     えび          …」

と歌っ み    と決      
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永禮 信義             岡 県津 市 

我が住む町 岡 県津 市    都と言 れ  り    

津  歴史   都 負  劣ら 古     

津  方言  ｢きょうと ｣があり    と言う意味      昔

 旅人  津 から 都へ 道 り 遠 険  も  っ      

都 遠  から  遠   そ  きょうと  方言 なり      よ

う  津 人  遠  怖 存在  都  訪れ み  あ がれ 地

 あり     

   

 

 

安藤 知明              阪府豊中市  

  阪 会社 就職が決  と 母 喜ぶ と頻り っ   

「 れ  私 念   都 行   ね」 

 樺太  海道育ち 母 とっ  『 都』    遠 異郷 地 っ

   

「母さんが来 ら泊 れ ような家 借り   よ」 

 貧  中  学  出   れ 母へ 恩返  チャンス もあっ   

 母がやっ 来 前  私が 都 知らな れば 内も きな  仕事

 慣れ と 毎週末 都 足 延ば   金閣寺 銀閣寺 清水寺 二

条城 御所 三十三間堂  寺などなど 巡っ も巡っ も尽きな  瞬

 間 １年が過ぎ   

 ２年目 春 母 招   ど  訪れ も千朶万朶 桜 円 公園  

 れ桜 母    感激   「泊  さえもらえば あと 一人 行動

  から」と母 ５，６回やっ 来 と 私よりも 都通 なっ     
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石庫 要             石川県河 郡津幡町 

 都へ 想   憧れ 永遠 追 求  恋な  あ    街  

つ も誇り高  簡単  人 受 入れな 孤高 街な   それ も 

人  都 魅力され 気がつ とそ 渦 中へ深 引き り込 れ   

う 抗う とが きな エネルギ   千年 超え 栄え 都 時空  

操 ブラックホ ル 世界 中心軸が 今も激  発      

ありとあらゆ 情報や物が身近 あ 時代 何 も簡単 手 入 と

錯覚    か  心から満足感 味 っ    か 本物 知り 体感

  自分と 関係性 吟味  初  己 限界 悟  さら 疎外感 

苛 れ そ  絶望    か  そ 先 未来へ 希望と本当 生き 

喜び 見出      生き  と 根源  恋  エネルギ  と教

え  れ  それが 都 あ    永遠 都 全  包含     人

びと   つ も そ   つ  も 都 寄り添   と う                
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 崎 菜南               埼玉県久喜市 

「ベタな と    ょうか 」今思 返 と 鴨川 ほとり 等間隔 座

 なん  ちょっと恥 か  な と赤面   私 初恋 人が住ん  

 街  条坊制 区切られ  歴史 あ 古都 っ   

「夜中 伏見稲荷さん  半端な気持ち 近づ ちゃ  な ん 

よ 」「 っち 良 組紐  店が隠れ  ん  」 

関 出身 右も左も からぬ私 手 取り 彼 嬉 そう    ち

  内   恋人 なっ から  デ ト 度 鴨川 ほとり 腰掛  

「私  っち き よかっ  あな  会え から 」と言うと  かさ 彼

 「も 僕が な なっ も    好きな     ね 」と返  がテン

プレ ト なっ    彼  本当    ちが好き っ ん なあ と思

う 数年前 彼  学 研究     海外へ行っ     私 関 

 実家へと戻っ   

私 ちが つか 都 戻っ き 時も 鴨川  等間隔 カップルが

座っ    かな そ 時  一席分   開     ね  

 

   

 

  

早川 友浩              福岡県福岡市 

 都 恋  早 も 8年  

学生時代  都 過  以来 私 第二 家   

 都   都があり続   行 度 新  店が き 姿形 変え も

尚 そ    都があ   

あ 日 学生時代  世話 なっ 最も歴史あ とされ 神社へ足 

運ん   

知り   神職 方 私 呟   
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「やっぱり 都     ね   住み  と思え   も  ぶ変 

り   ね何 か 寂  気持ちが   」 

神職 方 答え   

「そりゃ変  さ 全 そう よ 革新が伝統 守 ん からね」 

新  時代 取り入れ  都 完成     進化 続      

ど か不安 な 言葉 っ が  都 伝統  れからも生き    と

 安心感が芽生え   

 都 行き  な     つ も待っ    都と  見ぬ 都 

会  行き  な から   

私  夢があ  若 うち 全国 飛び回り 老後  都 浸り 

  周り も公言      

私 一生 都 恋     ん ろうなぁ  

   

  

 

村井 日向子            都府向日市  

八重 咲 下つ枝が梅 香  づぬ  なも時    朝風 

（やえ さ   もつえがむ   か  づぬ  なもとき   きょう あさ

かぜ） 

今年 二月静かな朝 梅園 祖母と久 ぶり 散歩  か 八重梅

 眺  際ふと風が吹  き とき 書き留  和歌   " 
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葛  彩香            愛知県名古屋市          

何 もな 平日 昼間  都駅発 バス 乗っ ぶらりと出掛   

学生 とっ 一日乗車券ほどありが  も  な  相変 ら マ ペ

 スなバス 揺られながら 緑 輝 町並み 眺    

「次 金閣寺道～ 」バス停 告げ アナウンス 声  ふと周囲 見

渡  対向車線    都駅 目指 観光客が押  答 繰り広げ 

   ―― 疲れさ    それ 尻目  んびりと上  人気 少な 

バス停 降り 寺院へ歩み 進   私 他  年配 女性がひとり  

薄暗 本堂 入 と 自身 瞳孔が  か 開   感じ   

丸 窓  そ 中 美  青もみじ ひとり占       

畳 薄 広が 緑 光  

ほ か 感じ  香と夏      

風 通り道  

静かな時間  が過ぎ ゆ   

なん 贅沢な一日 そんな日が恋     らな   
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曳田 優              埼玉県さ   市  

 都と う町  時代 伴う移り変 り あ も    

『  都』と う確固  存在と   移り変 り 存在 な なと感じ

   

私 幼  ろ 一度 修学旅行 一度 成人  何度か尋ね  とが

あ   

やれ神社 修繕作業   やれ工事   そ ようなも  存在  

  が「そ も 」事態が消え去  と な  「変 らぬも  ち」が集 

っ 変 らぬ「  都」が今日も存在     （    ） 

 から そ 何度 もあ  所 訪ね  な   

自分も 人も 時代も 世界も 移ろ 変 りゆ  れど  

あ  所   変 らな  平安 頃から 「都」 あり  

今もな そ 名前 保ち続        

移ろ  負   そ  あり続   所 それが 都  

変 らな 思 と う  情熱的  な    恋と 呼べな が  

変 らな も  思 続  何度 も訪ね  な   

それが  都 恋     と う と  なかろうか  

 

 

岡部 晋一             神奈川県横浜市 

僕 あ 名が「  べ」 なっ 理由 

 中学校 教員 やっ   私   都・奈良へ 修学旅行 引率 

九回もやっ   都 行 と 「  べ」と う生八つ橋 銘菓があ  そ

 「  べ」 見 と生徒 ち  私 目 前   きな声 生徒同士

「  べ旨 ぞ」「  べ 土産   な」等と ざとら  言う  

実  私 名前 「 かべ」（岡部先生） あ  学校   生徒指導

 厳  私へ 生徒 仕返  よう   ざと私 前  「  べ」と言

  中   「 かべ」と言う悪 奴も    

完全 私 生徒 ち 仕返 され  修学旅行が終り 中学校 帰っ

 来 日から 岡部先生 あ 名が一つ増え  そ あ 名 「  

べ」 あ  卒業生 同窓会 行っ ら 幹事が「  べ先生挨拶 」と

言っ    卒業生全員が爆笑    
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米倉 美穂              福岡県糟屋郡志免町  

片思   小学校低学年 茶道や華道   なむ祖母 連れられ

  街並み 歩  頃 遡  石畳 小路やど からか香っ    香

 匂  新緑 頃 っ と記憶    が 色々な葉色 緑が作 木陰

が美   胸 射抜かれ ような   ゆ 初恋 ようなも  始 っ    

故郷が 都 あ 人と恋 落ち  そ 人が好き っ  か  都出

身 から好き なっ  か 未  かなり微妙な恋 っ  当 馬 よう

な恋 長続き   傷心旅行 と 都へ 初   一人旅  都 女

性 一人旅が特別 な  が   そんな歌もあっ か 貴船神社や

鞍馬へ足 延ば  も 安心  歩   下賀茂神社  降り 来 頃

   な   恋  となどどう もよ なっ        

それから 時々 都へ足 運ぶ 特 何か目的 持つ ともな    

  ぶらりと歩  初  恋   時 よう  木漏れ日 下 歩きなが

ら 頭 中 整理 き 唯一無二 街 あ   

    

 

藤本 綾音              奈良県生駒市 

春 哲学 道 手 繋  ゆっ りと歩     桜 二人 間 入れ

 あげ 写真 撮っ り    

 夏 祇園通り 暑 から手 ほど  浴衣 腕     屋台 ら 

 道 迷う も  一興  

 秋 清水寺 別れ   うと言う ンクス 石から石へ っ ぐ歩  

私 ち 違うと示  り    

 冬 下鴨神社 二人 入  ど別  所 御賽銭 入れ 柄 違う

御守り 買う  も御神籤 絶対一緒 浮かべ    

清少納言が四季折々 瞬間 愛  よう  私   都 好きな人

と回 とき 愛    風景や音 気温やなら    ンクスなども愛  

 な  長  っ ぐ続 道 つ 時が永遠 なっ 欲  と っ   う  

 奥ゆか   都 恋   なら  が   
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佐藤 俊明            神奈川県座間市 

早朝  都が好き   つも一人 歩    時間 妻  つもホテ

ル 寝     

秋 目的もな  歩    と目 前が真っ赤 なっ  橋 上から目 

凝ら とそ   福寺 庭 っ  普段 呟  となどな 私 が「凄 」

と一言呟き  ぐ「駅ちか」 ホテル 引き返    

「凄 と ろがあっ ぞ  ぐ行 う」  

朝以外 妻と一緒 歩  な べ 電車バス   な  地  頼り

 １日 20000歩 超え  ともあ  気分が高揚    から疲れな  

二人とも方向感覚 優れ  目的地 失う とも多々あ  そんな時「ど

   探   か ほな 一緒 行き  ょか」と気さ  声 か   れ

  都 人が  さん    意外 っ  それ  抱     都人

      「冷   高 」 っ から  き 変 っ   

八年 えから毎年恒例となっ  都へ 旅 残念ながら昨年今年と実

現 き  な  早  収束       
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関 と 子              埼玉県さ   市 

無性 生麩が食べ  な 時  都へ行き  なり   墓参り 帰 

度 五条坂 「半兵衛麩」さん 生麩づ   ランチ 食べ 行き   

  感激  土産  知人へと配送  もら    生麩 送っ 友人

   そうな喜びよう 生麩 持つもちもち 感  っかりとり  なっ 

そう   デパ ト も生麩 日持ち 短さ   か 扱っ    ん

  ネット 取り寄  生麩 冷凍  求  味  なかっ そう 

 円 公園  もぼうも忘れられな 味付   店   よ サスペンス

など も海老芋とニシン  椀 ちらと見 度 都 思    旅行 

最終日  必 錦市  寄り 子供 頃から好きな  巻きやう巻き 

祇園祭 食べ 鯖寿司 買っ 帰り    

 都物産展があ  び  ぐきや千枚漬  そ  生麩 求  出

向き   もっとかん ん 生麩 日常 食卓 取り入れられな   ょ

うか？ 

生麩が食べ  １冬 季節が向かう度 心  都へ馳 飛ん   
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長尾 賢治             和歌 県和歌 市 

清水，祇園，   

 都 町並み ど も美   情緒あふれ     

 か  そ 中 も私 故郷"宇治" 絶対 外 な   

そ 昔  都と奈良 新旧 都 繋ぐ交通 要 あっ 宇治  

早朝  都 出 旅人 昼頃 宇治 一休み  夜  奈良 着  

と う  

町 中心部  "暴れ川" 異名 もつ宇治川が流れ  り そ   

日本最古 橋 ひとつ「宇治橋」  

橋 境   側  豊かな自然と源氏物語 世界が 南側  平等院

鳳凰堂 中心と  活気あふれ 町並みが広がっ     

宇治橋 周囲 ちょ っと散策 れば 森 川 寺社仏閣 ス  ツ・・・ 

休日 至福が べ そ 一か所 詰 っ     

そ  何よりも 町並みが穏やか 人が温か   

やっぱり宇治っ   な  

  地 生 れ育っ  と 感謝     

  行 よ  

   

 

 

辻野 健一               阪府富田林市 

 都 ど が好きと聞 が 君    よ  

古都 都と人 云う   そんな 古 感じが な   

勿論 落ち着  雰囲気  あ   

  れども どう考え も それ    な   

ど か華やかさがあ ん   

人 魅了  上品 明  陽気さ  あ   

そ   君  と 考え と 夢中 な よ  

朝 澄ん 空気 佇む町々 夕映え 神社仏閣 
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歩   君 見  もよ  立ち止 っ  心行   君 眺   もよ  

なん っ 似 うん  そ    んな 考えさ     どう 君   

  とやか  少 天然 マ ペ ス 居られ   

参っ よ  も遠 から眺    なん    な   

隅から隅  探 ん  僕 きっと見つ  よ「 んなり」  

 つかきっと君 中 見付  み   それが好きなん   

   

 

 

轟木 信也             群馬県渋川市 

（短歌） 紅葉  心うば れ 石段  老   が母 手つなぎ ぼ  

   

 

 

  とりママ              都市左 区 

「 地蔵さん 多 なぁ」 

 都 引っ越  ２日目 気付   と っ   

生活圏内 有名な観光名所   さんあっ  れど 無目的 ぶらぶら

と歩 散歩道 ばっ り出会う 地蔵さん 数が多  と それ そが私

 肌 感じ  都感 っ   

やが 2人 娘が生 れ   
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 都  地蔵盆と う行事があ ら   私 とっ   聞   とも

見  ともな 行事 っ   

子ども 健やかな成長  地蔵さんと見守  夏 終 りが近づ  

び 「あぁ そろそろ地蔵盆 ね」と心待ち   よう なっ 私も  ぶ

 都 馴染ん き   と思う  

娘 ち も馴染み  地蔵さんがあ   

素通り     られな  何気な 日々 報告や 時    事

  馴染み  地蔵さん 前 手      祈り   日常 私 娘

 ちと一緒  地蔵さん 話 か  時 安心感や幸福感 包 れ  

   

 地蔵さんが身近    都  好き    

   

 

 

安藤 知明            阪府豊中市 

  ツ リスト消え  都 街中 久々   居 所見つ り 

 

 

 

藤川 進一            阪府和泉市 

 恋 朧月夜 紅枝垂れ花見小路 響 鈴 音 
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園あ                都府 都市 

「 男   んな」と う言葉 知っ  り  か？ 

 うち 何 隠そう  都生 れ 都育ち 正真正銘 「  んな」ど

   

 そや どう  ん？と言 れ  も らそれ  やねん ど うち とっ

  それがとっ も自慢  ねん うふふふ  

 そやか   都ほど古  化や歴史 つ っ 街 あら   ん 寺

院 貴族 屋敷跡等々 なんと言っ も御所があ   それ 本能寺 

変 跡地 坂本竜馬  墓なんかもあり  ねん  

 日本中 も 都が ちばん っ ！ 都ほどきれ な街 ほん  あ

ら   ん  

 何と言っ も 料理 上品な と 薄味やや ど っかり  汁 味が

き   ねん     茶菓子 美味   と！ 

 「  着倒れ」と う言葉  と    ゃれな人が多    美人も多

   そ 証拠 うち 見   れや   

 

 

小坂 武弘            都府 都市 

歴史が長 と人間がひね れ  か  都人 難    

 都 商売が出来 ら一人前 と聞き    

     肩書きが有れば  阪 安  れば 名古屋 ケチ と思え

ばなんとか成 が  都人 何 考え   やらと聞き    

  商売 考え   と言 れ  阪  ノ  返事 と言 れ が 都

人 本当 考え    れ   かも知れな ? 

  学生時代 答  紙 我援軍 求むと書  出  ら 教授から 

ぬ  援軍  なれんと返っ き   都人も結構面白   

   あ 考え    下さ   
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佐口 雄亮            阪府三島郡島本町  

あな と出会っ   生 れ  ぐ     

幼 頃  都 祖母 連れ 行っ もらっ  々な 都 世界遺産 

巡り 地下鉄 動物園 行っ り 車 南丹方面 行っ り 旅 始 

り マル ン色 阪急電車 乗っ   院 地下 もぐ  あ ワクワク

感 忘れられ  ん  今もワクワク       

 そ   現在  都府内 高校 通っ      

「日本史や古  教科書 舞台が ぐそ  あ  」 

そ ような楽  学校生活 送っ   ら あな  表情 急 変 り

   ね がらんと  世界遺産 灯火が少な なっ      都 か

 ち 変 っ   っ かも れな   も あな  愛 人々 想  

変 らな  と僕 思     

ほん   ケズ(行  )やな  都 

そんな日常が早 戻 よう   ながら 僕 今日もあな  待ち    

 

    

 

永田 純一             青森県青森市  

20年前 地元百貨店  都催事担当 なり     

前任 労働組 委員長 理屈から入 タ プ ２年間売上 落と 出店

 な  店が何軒も出 き     

出店      ようと電話  と「 越 頂かな  結構  」ときっぱ

り  

売  感覚  どんなブランド も「 話   伺   ょう」   

が  

 れが 実  都 あ 意味優 さと か   数年かかり     

そ 年 宣伝など 力 入れ 現   掃除から皿洗  み投げ  夢
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中 務  前年比１２０％ 売上が き     

翌年ダ もと 断られ  店 電話      

「どうぞ 越   さ 」嬉 かっ   

そ 理由 売上  な 出店者から「きちんと  一所懸命」と聞  か

ら と う     

気難   本音 言 な  都 それ  きちんと な 一所懸命 

な 人へ 対応 っ    ょう  

 好きな 都 変 迎   本気  も な  あ  都 守っ   

さ   

 

 

宮川 泰生            石川県河 郡内灘町 

  あな  もと 離れ 約二十年 私 人生 中 あな と過   時

間が占  割 が小さ な 一方    か そ 分 っそう 思 出と

   輝きが増  き よう 思      

テレビや雑誌  見か   あな   美  着飾り 都 「か り」 

漂        か 実際  会   と どう  もあな  もと 

過   青春 「   」 思 起 さ    られ  ん   

観光客 横目   通学  路地裏 テスト 後 繰り出  四条河

原町 想  寄    女子と歩  賀茂川縁など あちら ちら 「 

  」があふれ       

遠 離れ 日常 中  そ 「   」 ふと感じ 時があり    か

 次 瞬間    あな  もと  な  と 思 出  懐か さが身

 染み   今 私  き  と  「   」 忘れな     と 

   つか   会   時 「   」から立ち ぼ 世界 楽 み 

       

     

 

３１ 



  

 

 

 

 川 佳奈              都中央区 

 入賞写真作品 

朝 風 匂  

朝 香ば  パン 匂  

昼 若  学生 活気 

昼 蕩蕩と流れ 川 音 

夕方 ど からか聞 え 鐘 声 

夕方 家路 急ぐ人々 雑踏 

   都 日常 私 溶 込む

 が 好きな     

 好き から そ見え    都

 日常  れからも 事   

    

 

 

 

  

 
審査委員会 ２０２１年１２月１日 審査委員会  子 

    事務所 第八長谷ビル 2階 
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第四回「 都へ 恋 」公募 

第四回「 都へ 恋 」公募 当 っ   挨拶   

       

 

一般社団法人     化観光所  

理事長 土居好江 

コ ナ禍 始 り   2021年   皆  

 かが 過    ょうか      化観光

研究所(旧 遊悠舎    ) 第四回「 都

へ 恋 」 公募 2021 年 2 月 1 日から始

    日程 以下 日程表 沿っ  「  

   HP」と「枚方つ  んＨＰ」  内  

    皆 から 応募      よう  

       

   応募者 皆 全員       「 都

へ 恋 広 」  協賛企業  訪    

  時  特典が受 られ   優れ 作品

 広 委員 選び 「    ＨＰ」と「枚方

つ  んＨＰ」 掲載  皆 から 投票 点

数配分  優秀作品 選び   投票   

  皆  も応募者と同じ特典  協賛企業

 訪 時  特典 享受      下記 

日程 行     
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第四回「 都へ 恋 」公募 当 っ   ッセ   

 

 

 都府知事  脇隆俊 

「 都へ 恋 」が  都 愛  多  

方々 支えられ 第４ 回目 迎えられ  

  と 心から  慶び申 上げ    

     化観光研究所  かれ  

    都 奥深 魅力や 化 国内外

へ 発信 次世代へ 継承 努     

   り 土 居 理事長  じ 関係者 

方々 長年  尽力 心から敬意 表  

   

新型コ ナウ ルス 世界的な ん延が１

年以上   っ 続き 人々 価値観 も

変化が見られ  が   ような中 も 都

 長 歴史や伝統 裏打ちされ 「本物」

  化 魅力  変 ら 人々 心 引き

つ       都府   コ ナ禍が収

束  後   「本物」   都  触れ 体

感        よう な観光 進  行

  よう準備    と ろ    

「WITH コ ナ社会」 もと  あっ も  

 暮ら  原点 受 継がれ  かな れ

ばなり  ん   れからも 都が 都 あり

続     そ    都が魅力あ  ちと

  語り継がれ   よう 皆 方  力添

え    申 上げ    

皆 から 「 都へ 恋 」  心待ち 

   り    
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第四回「 都へ 恋 」公募 当 っ   ッセ   

 

 都市長  

 都へ 恋 広 顧  

 都 愛  皆 がそ 想  表現

  「 都へ 恋 」 第４回目 開催 

心から 慶び申 上げ   開催 御尽

力 土居好江理事長  じ と  一

般社団法人     化観光研究 皆

  ，深 敬意 表     

私も れ   寄 られ   都 美

  情景や懐か  光景 描  数々 

名作 拝見  強 心 揺さぶられ  

  人と人と 距離 と  とが求 られ

 ウィズコ ナ時代 から そ   や

絵 写真 力  き と感じ     

今回も皆 から 作品 楽 み    

り    

 れ   生活や日常 変化が迫ら

れ 中 あっ も 暮ら  息づ  都な

ら    化や伝統  変 ら 引き継

    べきも  本市    都 愛 

 皆   力添え    きながら 困

難 立ち向か  美   都  ちと 

化  っかりと守っ   り    

結び  皆  御健勝と御多幸 祈

念       
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第四回「 都へ 恋 」公募 当 っ   ッセ   

 

亀岡市長 桂川孝裕 

 都  響き 誰もが憧れ  々な想

  懐 地    都「 都へ 恋 」 

全国 多  皆さん  都へ 想 が込

 られ   事  ょう  

 私が住む所 森  都  都市内  

都と違  洛外  都    

私  れ 「もう一つ  都」と称    

  そ  都  海  都 森  都 

 茶  都 最近  竹  都など  

都が存在       

 都 多 性が    あり    

「 都 恋 」 是非とも「もう一つ  

都」も仲間 入れ ほ  と思     

 れ よりもっと奥深  都 味 う とが

 き   ょう  

それぞれ 地  個性豊かな歴史や 

化が存在      広 意味   都

 愛  皆   憧れ  都 魅力 感

じ    き  思     

そ  想 出 残  都へ恋  送っ

    き  と思     

皆   都へ 想   待ち    
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第四回「 都へ 恋 」公募と「 都へ 恋 広 」開設 

 つも 変 世話 なっ  り   コ ナ禍 中  都が元気 な

 ような活動 推進  更  都 魅力発信と求心力 強  為 第四

回 都へ 恋 公募 ２０２１年２月１日より開始さ  頂き   昨年 

創立２０周年 むかえ成人式 終え     も更 飛躍さ  頂き 

 と思っ  り   皆   支援 活動 続   とが き 心から感

謝申 上げ    

ポストコ ナ 見据え  今回 「 都へ 恋 広 」 2 月１日から

開設      都から 恋   都 キ パ ソン 方から頂戴  

HP特設サ トhttps://kyosuzume.or.jp/  掲載さ  頂き 優秀作品

も広 投稿者からも募り形式       コ ナ禍 から そ き 取り

組み 工夫 重ね   都 魅力 発信  参り   何卒よろ   

取り計ら     申 上げ    

 

第四回「 都へ 恋 」審査委員会 

広 長 
（審査委員長） 

井上章一  国際日本 化研究センタ 所長 
     化観光研究所顧  

顧  門川 作  都市長 

広 委員 
（審査委員） 

奥田正叡           
斎藤 修 

 
田村圭吾 
 村明美 
浜田泰介 
土居好江                                              

鷹峯常照寺住職      化観光研究所顧  
元 都新聞社代表取締役社長  

     化観光研究所顧  
 料理萬重若主人・ 化庁 化交流  
柊家女将 
日本画家 
     化観光研究所理事長 （五十音順） 

正賞・副賞     から 賞状 協賛企業 から 提供物等 

 

 

 

 

３７ 



  

 

 

 都へ 恋 広 ・広 長（審査委員長）から  挨拶 井上章一 

国際日本 化研究センタ 所長 

     化観光研究所顧  

 

私  都  郊 花園 生 れ嵯峨 そ ち

    今 南郊 宇治  ら       れ 

  人生  っと 都 周辺 過   き  と

 なり   もう 六十六年間も                                               

 都と う街  とも それなり  き え  

 つもり   そ   私   街  とが あ り

 好き なれ  ん  や なと思うと ろが  

 さんあり   恋  書 うと  気    ら

な   

そんな私が恋 広  広 長（審査委員長）

 なんか なっ も     ょうか  ひきう 

  前     ら     私    か と  

今 腹   っ     広    多  便り

がよ られ   ょう なか       反省 

さ  も がありかも れ  ん ああ そうや 

 都    んなええと ろがあっ んや   恋

    盲点 つかれ な・・・・・・ そう私へ回

心    手紙と 出会   期待     
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柊家 紹介 （川端康成先生） 

（柊家様のご厚意で掲載させていただいております） 

京都ではいつも柊家に泊まって 

あの柊の葉の模様の夜具にもなじみが深い。京に着いた夜、染分

けのやはらかい柊模様の掛蒲団に女中さんが白い清潔なおほいを

かけるのを見ていると、なじみの宿に安心する。遠い旅の帰りに京

へ立寄った時はなほさらである。柊の模様は夜具やゆかたばかりで

はなく、湯呑や飯茶碗などの瀬戸物にも、みだれ箱や屑入れなどに

も、ついているのだが、その柊は目立たない。この目立たないことゝ

変わらないことは、古い都の柊家のいいところだ。昔から格はあっ

ても、ものものしくはなかった。京都は昔から宿屋がよくて、旅客

を親しく落ち着かせたものだが、それも変わりつつある。柊家の万

事控目が珍しく思へるほどだ。 

京のしぐれのころ、また梅雨どきにも、柊家に座って雨を見たり

聞いたりしていると、なつかしい日本の静けさがある。私の家内な

ども柊家の清潔な槇の木目の湯船をよくなつかしがる。私は旅が好

きだし、宿屋で書物をする慣はしだが、柊家ほど思い出の多い宿は

ない。京の名所や古美術なども、この宿を根にして見歩いた。浦上

玉堂の「凍雲篩雪図」を入手したのも、この宿でめぐりあってだ。

政治家や財界人ばかりではなく、画家や学者や文学者にも、昔から

親しまれた宿として、柊家は古都の一つの象徴であろう。 

私は京阪のほかの宿で泊まった後でも柊家へ落ちつきにゆき、中

国九州の旅の行き帰りにも柊家に寄って休む。玄関に入ると「来者

如帰」の額が目につくが、私にはさうである。 
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東山魁夷画伯の「京洛四季」序文 

大自然と暮らしが共に寄り添い、守りあうまちのすがたは、毎日山

を見て暮らす京都市民の暮らしそのものです 

「京都の自然ほど、季節の移り変わりを敏感に受け止めて、繊細優

美な美しさを反映するものはあるまい。京都の生活ほど、季節を親

しく結びついて営まれている例も少ないと思う。それは遠い昔から

日本人の美の心の基盤であり、支えであり、現れであった」 

 

黒澤 明監督の愛した京都 

京すずめ学校 京都愛物語 （京すずめ瓦版） 

黒澤 明監督の愛した京都の講座から 2008 年 9 月 21 日開催分 

「京の宿 石原」ご当主 石原治様、石原弘子様の講演 

黒澤監督の定宿だった「京の宿 石原」の黒澤ルームにて開催 

 

 黒澤明監督が京都ロケの折、また思索、ロケハンの折に１５年間、

定宿だった京の宿石原の黒澤ルームを会場に「京すずめ学校」の京

都愛物語のカリキュラムの一つであり「黒澤明の愛した京都」の講

義録を京都への恋文として掲載させて頂きます。 

 「京の宿 石原」のご当主・石原治様と女将の石原弘子様に黒澤

明監督について、語って頂きました。 

 

【黒澤明監督とのご縁】 

 初めて監督が、こちらにいらっしゃったのは「影武者」のロケハ

ンの途中のことでした。黒澤組の上野さんのご縁で、うちにこられ

たのです。黒澤監督自身は身長が 183 センチもあったので、鴨井な

どによく頭をぶつけていらっしゃいました。 

 なぜか、この宿をとても気に入って頂きました。そして、多くの

脚本が、この部屋から生まれたのです。 

 

【黒澤ルームでの執筆】 
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 監督はこの 2 階の部屋をいたく気に入っておられました。坪庭に

面した窓辺に机を、控えの間にはベッドを置いて、執筆されていま

した。机はもともと、うちにあった学習机ですし、特別にご用意し

たものではありません。 

 執筆は朝 9 時か 10 時から、夕方 6 時からは食事の時間になるの

ですが、そのまま深夜１時、２時までの映画の話をするというのが、

監督のここでの生活でした。 

 

【黒澤監督の人柄】 

 「おやじ、僕はアーティストじゃないよ。職人だから、一生懸命、

仕事をするんだよ」晩酌しながら、お聞きしたことです。ここにあ

る古美術品を見て、「一生懸命、職人が作ったものは良い」ともおっ

しゃっていました。 

また「ブランドは自分が決めたモノがブランドになるんだ。人が

決めるものではないよ」という言葉が印象的です。ほんまもんとは

何か、確固たる哲学をお持ちでした。 

【石原のおもてなし】 

 私たちが大切にしているのは、先祖が残こして頂いた建物を大切

にしながら、ありのままの自分を出して対応することです。黒澤先

生は「そっちが緊張したら、こっちも緊張するんだよ」とおっしゃ

いました。おもてなしの心があれば、自ずとつたわるものだと教え

て頂きました。 

 またお客様には三分で来て、七分で帰って頂いたら大成功だと思

っています。だしすぎないことが大事なのです。 

 

【黒澤監督の愛した京都】 

 「石原に来たらほっとする。まさしく京都に居る、という気がす

る」監督がおっしゃるのは、何故でしょう。石原は何の変哲もない

町家ですが、例えばこの部屋の面取りの柱であったり、畳や建具に

も職人が手掛けた細かい工夫や仕事があちらこちらに散りばめら

れています。 

 京都は約千年もの間、都がありに天皇がいて、職人は競争して持
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てる技術を切磋琢磨しました。そうして磨き上げられてきたので、

京都には衣食住のほんまもんがあるんです。京都にはそうした職人

たちや住み人たちの技術や想いが歴史となって積み重なっていま

す。 

 そういう空気や空間が京都の素晴らしさですし、それが監督の愛

した京都だろうと思います。ですから、わざわざ京都に来られて、

この石原の、この部屋で多くの素晴らしい映画の作品を作りあげた

のでしょう。 

 

【想いをつなぐ宿】 

 もともと、石原は古美術商でしたが、宿屋としては昭和 35 年に

呉服屋の商人宿として始まったそうです。ですから、老舗旅館とい

うわけではありませんが、あちこちに古美術がさりげなく置かれ、

また、ご主人の手作りの灯りや小道具もあり、とても落ち着いた雰

囲気です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 都へ 恋 」誕生 経緯 
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 2005 年頃から国内外 観光行政官や旅館 女将さん等 研修視察

団 企画や講師  引き受        自分  気づかなかっ  

都 魅力 何度も教えられ    多彩な視点 語られ 魅力  都活

性化 ヒント な と 想 が「 都へ 恋 」 繋がり     

 そ       学校 カリキュラム 「 都愛物語」 組み 「 都愛

物語オ プニング講座・川端康成 愛   都」 スタ トさ     

それ 川端康成先生  都へ 想  『古都』から学び  と思っ か

ら    

 
    学校 都愛物語オ プニング講座「川端康成 愛   都」 

    学校 2008年    於  杉記念館 

 

１ 川端康成 愛   都 

２ 黒澤明 愛   都 

３ 紫式部 愛   都 

４ 徳川慶喜が愛   都 

５ 土方歳三が愛   都 

６ 坂本龍馬が愛   都 

７ 司馬遼太郎が愛   都 

８ 徳川家康が愛   都 

 

8講座 現地現  開講  都 魅力 再発見      川端康

成先生 『古都』 映画化も  講座から企画が始 り 「 都へ 恋
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 」が誕生      ３回 公募  ア リカ  ギリス 中国 韓国等

 世界各地から 日本全国から５才から 87歳   多世代   り 

応募賜り       立命館ア ア太平洋 学 教授・田原洋樹先生

 授業 取り上げ 頂き 「 都 圧倒的なブランド力 痛感    

都 日本 必修科目 あ 」と  力強  言葉も頂戴       

入賞作品と心    作品 皆   高覧賜り   冊子と  発行

さ  頂き   第一回 二回 審査委員長 川端香男里先生 第三

回審査委員長 井上章一先生 審査委員 先生方から それぞれ 

 都へ 想   伺  き 川端康成先生  都へ 想  香男里先

生から 伺  き  と 人生 最高 宝    

ちょうど 康成先生 生誕 110年 記念  香男里先生や    

 皆 と   杉 中源   所有  林 記念植樹も行っ  が２０

０8年 思 出 つ   とが き     

    黒澤明監督が定宿 され   旅館石原  当主や女将さん

からも監督がど よう  都 魅かれ  られ か 黒澤ル ム 開講

さ  頂き 歴代 天皇がど よう  都 愛され    か  都御

苑 も開催さ  頂き      講座から誕生   が「 都へ 恋

 」公募事業    

審査委員会   時  真逆 意見 交換され 川端先生と井上先

生と やりとり 「知性 対決 現  居    」とも思え ほど 貴

重な体験     

     創立から 20年 間 職人さん 「見覚え 聞き覚え 見 習

え」 修行方法  現在 教育界 欠落  部分 補う 切な視点 

あ と 訪 先  教示賜り     

「 都へ 恋 」 入賞され 作品 通    れから  都 あり方 

ヒントが得られ  と  ょう  後援  協力賜り   企業  賞品  

提供賜り   企業  更 今回 冊子発行 あ り  協賛賜り   

企業  心から感謝申 上げ    

2008年 6月 15日     学校 都愛物語  

川端康成 愛   都 講義録     

川端康成記念会理事長 川端香男里 

やや曇り気味 天候 中   杉 林所有者 中源(株) 中田社長
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  協力 得  川端康成氏生誕 110年と交流 深かっ   魁夷画

伯生誕 100年 記念   講師 川端香男里先生  来賓 日本画家

浜田泰介先生 夫妻 川端康成氏   定宿 っ 柊家旅館  村

女将らと共       会員が記念植樹 行        2005 

年ド ツ・フランクフルト 開催され 映画祭 Nippon Connection  グ

ランプリ 得 日本映画「二人日和」 受賞 よび主演 栗塚旭氏が参

加され  り  れ 記念  植樹も行       

第２部 講演「川端康成 愛   都」講師 川端香男里先生 (財)川

端康成記念會理事長   名誉教授 故川端康成氏娘婿   美  

日本 自然 残  守り 後世   か   引き継ぐ とが き  か 

川端康成が 都 テ マと  作品『古都』  朝日新聞 連載小説と

  １９６１年～６２年 掲載され    そ 頃 康成  複数 小説 

同時並行 執筆       『千羽鶴』と『  音』がそれ あり  

  『古都』と『美 さと哀 みと』もそう    驚 べき筆力と言 ざ  

得  ん 康成 戦後  学 係  活動 述べ      日本ペン

クラブ 活動   日本 戦争 負    が 日本 対   批判ば

かり  誰も日本 良さ 評価   ん     

そ   康成   学と う手段 平和 貢献   と考え 熱心 

活動        康成 美術品 収集 も熱心    戦争直後 

物 無 時代  から 没落 旧家 持つ美術品 買 集  川端コレ

クション 作り         多額 借金 抱え 一生借金 ら  

人生   が   借金 執筆 エネルギ  変え   節が窺え 

  『古都』  康成が下鴨 家 借り そ  生活  つつ仕上げ 作

品     作品  解釈  が 日本  評価 芳  も   あり

  ん    康成自身も「あ えっ 小説」と言っ     が ノ ベ

ル賞 対象となっ    実   作品      作品が最初 外国

語 翻訳され    ド ツ語     欧 人々 ド ツ語 理解  

    スェ デン 人 も分かりや    かも当時  都市 主人公

  小説  な ち都市小説と う ャンルがあり  れがモダンとされ

       

つ り｢古都｣  モダンな美  都市小説 と   評価され   

  さら  日本人自身が 都と う 古都  ど よう 評価     
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かと う 化力も  れ 『古都』 リアリズム 世界と対比的な ファン

タ   世界 表現   かも多  寓意 比喩 含むも と   外国

 高 評価 得  と なり ノ ベル賞 結びつ  と思 れ   作

品『古都』 表現され   美  双子 娘  花 精 あり 桜 老木

 幹 片隅 咲 スミレ 花    壷中 鈴虫も意味あ 寓意と  理

解され    ょう 同時  古都 都 四季 移ろ  鮮やか 捉

え  都 歳時記 もあり     

次 康成と  魁夷画伯 関係 触れ   二人 交流  1955

年から 1962年 康成が亡 な 17年間    最初 魁夷氏が康成

 美術コレクション 拝見   と 申 出があり 以来 芸術家同士 

頻繁な交流が始 り    康成が 1962年  化勲章 受章  際 

  魁夷氏よりそ 作品「冬 華」  れ 『古都』  庫本 表紙カバ

 となっ     さら ノ ベル賞受賞 際  「  初雪」 贈られ

       二人 間  よそ 100通 往復書簡が交 され 各地

 展示会が行 れ      

康成  書簡 中 魁夷氏  今 うち  都 書  欲    都

 姿 やが 消え かも れな と伝え それが   画伯 「 洛四

季」と   結実     私が理事長 勤  「川端康成記念會」  

康成が全力 挙げ 日本 美 守ろうと努力  貢献 行っ  と 後

世 伝え  と 思   設立  も  あり 美術品 書簡 展示など

  全国各地 開催      最後 なり  が 著名な画家 安田

靭彦も美術品 コレクタ  あり 良寛和尚 作 品 収集家 もあり 

康成と情報交換         

康成  ノ ベル賞受賞スピ チ「美  日本 私」 良寛 辞世 

句 引   人 死ん ら何も残 な が 自然 あ が  残 と語り

      美  日本 自然 残  守り 後世   か   引き継

ぐ とが き  か  れが川端康成 課題 あっ と考え と ろ 
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10.「 都へ 恋 」協賛企業 後援 協力  

 
    協賛企業 

プレマ株式会社 (株)キングアソシエ ツ  

 

第四回 都へ 恋 協賛企業  五十音順 

愛染工房 阿ぶり餅一  屋和輔  嵐 祐斎亭 

 ぶぶ茶苑  都 珈琲  阪 都交通株式会社 

 徳寺一久 田中長奈良漬店 中源(株) 

（株）中嶋農園  (株)半兵衛麸  プレマルシェ・ ェラテリア 

プレマルシェ・オルタ

ナティブ・ダ ナ  

柊家 ふ 吉 

松井酒造株式会社  料理 萬重 八隅農園 

 田製油本店  都御池 マク サ ン

【 田製油直営店】 

 

 

第四回 都へ 恋 賞品 提供企業 

柊家 中源株式会社 嵐 祐斎亭 

松井酒造㈱  ぶぶ茶苑  

 

 

 

 

 

後援 

 都府  都市  都商工会議所 

 都新聞 国際交流基金 都支部 

協力 

 都銀行  福電鉄（嵐電）  
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一般社団法人     化観光研究所保有商標一覧 

 
ノ ベル 学書受賞作品

『古都』 登   「菩提 

滝」 

 

    保有 商標 

9類   菩提 滝 （砂時計） 

30類   都へ 恋    

30類   都から 恋  

32類  菩提 滝  

（ビ ル・ミネラルウオ タ 等） 

33類  菩提 滝  

（清酒等 アルコ ル飲料） 

39類   都へ 恋  

３９類      （縦書き・横書き）・  

Kyo-Suzume 

４１類      （縦書き・横書き）・  

Kyo-Suzume 

 

当商標     付        

    下さ   
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編集後記
第四回「 都へ 恋 」公募  ６５８作品  応募    
き    素 ら  作品ばかり    そ 中から更 最優
秀作品 選ぶ と  審査委員長・審査委員会 先生方も頭
 悩 され  とと思    コ ナ禍 公募   が 多  
方から 応募    き 次回 繋げ  とが出来    

著作  一般社団法人     

化観光研究所

     化観光研究所発行 「 都へ 恋 」 
内 （ 書・画像等 デ タ） 著作       
化観光研究所 帰        一部 画像な
ど 著作  原著作者が所有      本ホ ム
ペ  上  書 画像など 無断   無断転載 二
次    き  ん 
     化観光研究所 「 都へ 恋 」 記載内
 （ 書・画像等 デ タ）     つ    事前
      化観光研究所      確 と 可 
取っ      よう       



  

 

 

 

 


